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核
兵

器
廃
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平
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都
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人
権

擁
護

都
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」

「
地

域
医

療
・

健
康

都
市

　
小

林
市

」
を

宣
言

し
て

い
ま

す
。
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政
府
は
平
成
25
年
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
低
減
の
観
点
も
含

め
た
電
力
シ
ス
テ
ム
の
改
革
方

針
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の
改
革

の
一
つ
と
し
て
、
電
気
料
金
の

抑
制
、
消
費
者
の
選
択
肢
や
事

業
者
の
事
業
機
会
の
拡
大
を
目

的
に
、
平
成
28
年
に
電
力
の
小

売
り
が
全
面
自
由
化
さ
れ
ま
し

た
。

　

小
売
電
力
自
由
化
よ
り
、
多

く
の
新
電
力
会
社
が
電
力
の
小

売
事
業
に
参
入
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
は
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
し
、
消
費
者
は
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
価
値
観
に
合
わ
せ
て

電
力
会
社
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
林
市
に
お
い
て
も
、
市
が

90
％
を
出
資
し
県
内
初
の
自
治

体
新
電
力
会
社
と
し
て
「
グ

リ
ー
ン
シ
テ
ィ
こ
ば
や
し
株
式

会
社
」（
愛
称
こ
ば
で
ん
）
が
、

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
治
体
新
電
力
会
社
は
、
通

常
の
会
社
と
異
な
り
、
売
電
事

業
で
得
ら
れ
た
収
益
を
株
主
に

配
当
す
る
の
で
は
な
く
、
市
民

の
生
活
の
利
便
性
の
向
上
に
役

立
つ
公
益
的
な
事
業
に
使
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
今
年
８
月
か
ら
94
の

公
共
施
設
を
「
こ
ば
で
ん
」
の

電
力
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
新
た
な
雇
用

の
創
出
や
地
域
内
で
の
経
済
循

環
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、

毎
月
支
払
っ
て
い
る
電
気
料
金

の
一
部
が
地
元
に
還
元
さ
れ
、

安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

利
用
者
の
普
段
の
生
活
の
一

部
が
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
参
画
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
「
こ
ば
で
ん
」
に
は
『
小
林

の
た
め
に
何
か
し
た
い
』
と
い

う
市
民
の
思
い
を
か
た
ち
に
す

る
企
業
と
し
て
、
発
展
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

普
段
の
生
活
が

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

電
力
の
小
売
全
面
自
由
化
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８
月
か
ら
市
の
公
共
施
設
へ

の
電
力
供
給
を
始
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
皮
切
り

に
、
年
内
に
か
け
て
事
業
所
・

民
間
施
設
、
来
年
度
以
降
は
一

般
家
庭
の
皆
様
へ
の
供
給
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

得
ら
れ
た
収
益
は
、「
子
育

て
・
教
育
支
援
」「
健
康
づ
く
り
」

事
業
な
ど
に
活
用
す
る
予
定
で

す
。
皆
さ
ま
に
私
た
ち
の
電
気

を
購
入
い
た
だ
く
こ
と
で
、
市

内
に
お
金
が
循
環
し
、「
魅
力

あ
る
小
林
市
の
実
現
」
に
つ
な

が
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
電
気
の
供
給
だ
け

で
な
く
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の

電
力
の
買
取
も
実
施
し
て
い
く

方
針
で
す
。
実
施
す
る
際
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
提
案
す
る
電
気
事

業
に
、
み
な
さ
ま
の
「
共
感
」

を
い
た
だ
き
、
一
人
ひ
と
り
の

「
協
働
」
へ
の
参
加
（
電
気
事

業
利
用
者
）
に
よ
っ
て
、
持
続

的
な
「
共
感
・
協
働
・
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
こ
ば
や
し
㈱

代
表
取
締
役

前ま
え
だ田　

喜よ
し
て
る輝

さ
ん

こ
ば
で
ん
の
取
り
組
み
と

今
後
の
展
開

　自治体新電力会社「グリーンシティこばやし ( 株 )」（愛称：こばでん）が、
８月から小林市の公共施設への電力供給を開始しました。
　市役所の本庁舎や須木・野尻の各庁舎、市内の全小中学校、保育園、地区体
育館など、94 施設で “こばでん „ の電力に切り替わっています。

●問・地方創生課  ℡ 23‐1148

自
治
体
新
電
力
が

　
始
ま
り
ま
し
た
！

特 集

インタビュー

電力調達 電力供給

電力料金
支払い

収益還元
・

経済効果

公共施設
８月供給開始

一般家庭
2020 年４月以降
供給開始（予定）

民間事業所など
10 月から順次

供給開始

2

太陽光発電
（今後予定）

他新電力会社
など

グリーンシティこばやし（株）事業イメージ

チェックＱ＆Ａ！

【問合せ】 
グリーンシティこばやし（株）
℡ 0984‐27‐3515

子育て・教育・
健康づくりなど
公益的な事業で
還元。また、地
域内の経済循環
効果も期待。

停電やその対応
は大丈夫なの？

電力会社を変更して
も、停電が起こりや
すくなることはあり
ません。仮に台風等
の災害で地域一帯が
停電になった場合
は、今までどおり九
州電力が復旧対応し
ま す。ホ ー ム ペ ー
ジに契約や停電時な
どの「Ｑ＆Ａ」が掲

載しています。そ
ちらもご覧くださ
い。

県
内
初
の

自
治
体
新
電
力
会
社



蔭原さんが中心となって作成した松山市の高浜地区防災計画は全
国でも先進的な優良事例として取り上げられています

防災活動は「地域住民みんな
が主役」の意識が大切
　９月８日、「小林市防災講演会」を文化
会館で開催。各地区の自主防災組織関係者
など約３００名が参加しました。講演では、
愛媛県松山市で自主防災組織の活動をされ
る蔭

か げ は ら

原政
ま さ の り

徳さんが、「防災活動は関係者だ
けではなく、地域住民の意識が向上しなけ
ればできない」と話をされました。

宮原市長は「皆さんの意見を参考に、市民インフラの基盤である
水道事業の安定的経営に引き続き取り組みます」と話しました

水道事業の安定的な運営のた
め水道事業経営審議会が答申
　８月 26 日、市水道事業経営審議会答申
書伝達式が行われました。同審議会では令
和 10 年度までの新水道事業ビジョンに関
する検討が行われ、倉

く ら た

田富
と み お

夫会長から「こ
のビジョンが計画的に実施されるようお願
いします」との言葉と答申書が宮原市長へ
伝達されました。

同校からは森
も り の も と

之本舞
ま い

さんもバドミントン女子シングルスで準優勝
し同じく九州大会へ出場されます

創部２年目で学校初快挙
バレー部九州大会へ出場
　８月 26 日、小林看護医療専門学校の女
子バレーボール部が九州大会へ出場するこ
とを市長へ報告しました。同部は、７月に
行われた「県専修学校各種学校連合会ス
ポーツ大会」において優勝。サークル活動
を経て創部して２年目で、同校の部活動と
して県優勝は初の快挙となりました。

同協議会の前
ま え だ

田博
ひ ろ と し

俊会長は「春の天候が良く疫病発生が低く、台
風の影響も少なかったため上々の出来です」と話していました

味・色・形を総合評価
　８月 27 日、市果樹農業振興推進対策協
議会と JA こばやし梨ぶどう生産部会の品
評会が開かれました。

【以下結果・優等と金賞のみ・敬称略】
◆豊水の部▼協議会…永

な が さ こ

迫周
しゅういち

一▼ JA…
種

た ね だ

子田健
け ん た ろ う

太郎◆ニューピオーネの部▼協議
会…永

な が さ こ

迫周
しゅういち

一▼ JA…種
た ね だ

子田健
け ん た ろ う

太郎◆シャ
インマスカットの部…西

に し の む ら

ノ村一
か ず ま

真

　新こばやし音
頭の作曲者であ
る小

こ ば や し

林大
だ い す け

介さん
か ら、 同 曲 の
CD400 枚 を 市 に
寄贈いただきました。ＣＤの一部は市内の
小・中学校などに配布されました。
※写真は南小６年徳

とくなが

永さん（左）と八
はちまん

幡さん（右）

　８月 31 日、の
じり湖祭がのじ
りこぴあ野外ス
テージで開催さ
れました。市内
外から約 9 千人が来場。ステージイベント
のほか、地元高校生発案の企画や来場者参
加型のイベントなどもありました。

のじり湖祭を今年も開催

「新こばやし音頭」CD 寄贈

CSR 私募債とは発行の際に高鍋信用金庫が引き受け手数料の一
部を割り引き、その分を原資に寄附をする仕組み

（株）淵上組が子育て支援事
業に 50 万円を寄附
　９月３日、（株）淵上組から市の子育て
支援事業へ 50 万円の寄附があり、受納式
が行われました。同社が高鍋信用金庫の
CSR 私募債を利用したもので、淵

ふ ち が み

上鉄
て つ い ち

一
代表取締役は「市の将来を担う子どもたち
の未来に夢を託したい。今後も地域の発展
に貢献していきたい」と話しました。

　８月 25 日、介
護予防フォーラ
ムを開催。各地
区ボランティア
団体の実践報告
や長野五輪金メダリストの清

し み ず

水宏
ひろやす

保さんの
講演がありました。清水さんは自身の経験
をもとにした体作りの話をされました。

　 ８ 月 6 日、 夏
休みふれあい映
画祭を文化会館
で開催しました。
人権に関するア
ニメを２本上映。親子連れなど約 150 人が
来場し、身近にある人権について、理解を
深めていました。

人権啓発強調月間に合わせて

介護予防フォーラム

同社の寄附は市内各小・中学校へのタブレット端末の整備や学校
図書の充実に活用されました

（株）ミヤザキの紺綬褒章を
伝達
　９月４日、（株）ミヤザキが紺綬褒章を
授与され、宮原市長が伝達をおこないまし
た。昨年９月の市への教育振興を目的とし
た多額の寄附が表彰されたもので、山

や ま の う え

之上
道
み ち ひ ろ

廣代表取締役は「子どもたちのために活
用してもらえたことが嬉しい。今後も地元
のために頑張りたい」と話しました。
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高
齢
者
の
就
労
支
援
を
目
的
に

職
場
見
学
会
と
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

店
舗
ス
タ
ッ
フ
見
学
会

「
ど
ん
な
仕
事
・
職
場
な
ん
だ
ろ

う
」。
ま
ず
は
店
舗
の
さ
ま
ざ
ま

な
業
種
を
見
学
し
た
い
人
に
、
実

際
の
職
場
の
雰
囲
気
や
様
子
を
ご

覧
い
た
だ
け
る
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
平
成
30
年
度
「
日
本
で
い

ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
」
大

賞
を
受
賞
し
た
会
社
を
こ
の
機
会

に
見
学
し
ま
せ
ん
か
。

◆
日
程　

11
月
29
日
（
金
曜
）

◆
時
間　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
場
所　

コ
ー
プ
み
や
ざ
き
小
林
店

◆
対
象
者　

働
く
意
欲
の
あ
る
55

　

歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代

◆
定
員　

10
人
程
度　

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
締
切
日

　

11
月
15
日
（
金
曜
）
必
着

店
舗
ス
タ
ッ
フ
講
習

　

販
売
業
務
に
必
須
と
さ
れ
る
パ

ソ
コ
ン
業
務
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
）
と
接
客
マ
ナ
ー
に

加
え
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
技
能
、
チ
ョ

ー
ク
ア
ー
ト
技
能
の
習
得
を
行

い
、
販
売
・
小
売
業
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
職
場
で
の
就
職
を
目

指
し
ま
す
。

◆
日
程

　

12
月
３
日
（
火
曜
）

　

～
12
月
12
日
（
木
曜
）

◆
時
間

　

初
日
10
時
～
16
時
、
2
回
目
以

降
９
時
～
16
時
、
最
終
日
10
時
～

15
時　
　
　
　
　

◆
場
所

　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
者　

働
く
意
欲
の
あ
る
55

　

歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代

◆
定
員　

10
人
程
度　

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
締
切

　

11
月
19
日
（
火
曜
）
必
着

共
通
事
項

◆
申
込
用
紙
配
布
場
所

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
林
、
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
先

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

◆
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　

℡
０
９
８
５
‐
31
‐
３
７
７
５

　
　

０
９
８
５
‐
31
‐
３
７
７
６

　

エ
ク
セ
ル
（
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
）
の

基
礎
か
ら
関
数
ま
で
表
計
算
ソ
フ

ト
を
活
用
し
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん

か
。
専
門
講
師
が
指
導
し
ま
す
。

初
心
者
の
た
め
の
エ
ク
セ
ル
講
座

◆
日
程
（
全
６
回
、
月
・
水
・
金
）

　

11
月
１
日
（
金
曜
）

　

～
11
月
15
日
（
金
曜
）

◆
時
間　

19
時
～
21
時

◆
申
込
締
切

　

10
月
25
日
（
金
曜
）

エ
ク
セ
ル
関
数
講
座

◆
日
程
（
全
６
回
、
月
・
水
・
金
）

　

11
月
18
日
（
月
曜
）

　

～
11
月
29
日
（
金
曜
）

◆
時
間　

19
時
～
21
時

◆
申
込
締
切

　

11
月
12
日
（
火
曜
）

共
通
事
項

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
定
員　

各
講
座
10
人

※
５
人
未
満
の
場
合
は
開
講
で
き

　

ま
せ
ん

◆
そ
の
他

　

各
講
座
と
も
無
理
な
く
学
べ
ま

す
。
詳
し
い
日
程
・
内
容
・
費
用

な
ど
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
小
林
高
等
職
業
訓
練
校

　

℡
23
‐
６
８
０
０

　

求
職
中
の
方
が
、
職
業
に
必
須

な
知
識
・
技
能
を
習
得
し
早
期
就

職
を
促
進
す
る
た
め
の
訓
練
で

す
。
こ
の
機
会
に
確
か
な
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

◆
訓
練
期
間
（
３
か
月
間
）

　

12
月
19
日
（
木
曜
）

　

～
令
和
２
年
３
月
18
日（
水
曜
）

◆
場
所　

小
林
高
等
職
業
訓
練
校

◆
対
象
者

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
手
続

き
を
し
た
人
で
、
公
共
職
業
安
定

所
長
の
受
講
指
示
、
受
講
推
薦
ま

た
は
支
援
指
示
を
受
け
ら
れ
る
人

◆
募
集
期
間

　

10
月
７
日
（
月
曜
）

　

～
11
月
20
日
（
水
曜
）

◆
定
員　

20
人

◆
参
加
費　

無
料

●
申
・
問

・
小
林
公
共
職
業
安
定
所

　

℡
23
‐
２
１
７
１

　

市
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

に
よ
る
市
内
の
歴
史
・
文
化
に
ふ

れ
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
は
野
尻
地
区（
東
麓
）

を
歩
き
ま
す
。
多
く
の
人
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
程　

10
月
19
日
（
土
曜
）

◆
時
間　

午
前
9
時
～
12
時

　

※
雨
天
中
止

◆
見
学
場
所　

　

野
尻
の
東
麓
地
区
（
夜
川
松
、

　

原
園
、
戸
崎
）
周
辺
約
４
㎞

◆
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

10
月
15
日（
火
曜
）

◆
費
用　

１
０
０
円

※
保
険
料
な
ど
。
当
日
徴
収

◆
そ
の
他　

　

集
合
場
所
は
、
参
加
者
に
後
日

通
知
し
ま
す
。
当
日
は
動
き
や
す

い
服
装
、
帽
子
、
水
筒
な
ど
用
意

く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
社
会
教
育
課

　

℡
22
‐
７
９
１
２

　

統
計
調
査
員
と
し
て
登
録
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
国
や
県
が
実
施
す
る
統

計
調
査
の
と
き
に
、
優
先
的
に
お

願
い
し
て
調
査
を
行
っ
て
い
た
だ

く
制
度
で
す
。

◆
対
象

①
満
20
歳
以
上
の
人

②
責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を
遂

　

行
で
き
る
人

③
調
査
で
知
り
得
た
こ
と
の
秘
密

　

を
保
持
で
き
る
人

④
警
察
・
税
務
関
係
者
・
選
挙
関

　

係
者
・
暴
力
団
関
係
者
で
な
い

　

人
◆
申
込
方
法

　

企
画
政
策
課
に
あ
る
所
定
の
用

紙
に
記
入
し
、申
込
み
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。　

※
登
録
期
間
は
本
人
の
辞
退
申
し

出
ま
で

◆
現
在
募
集
中
の
統
計
調
査

農
林
業
セ
ン
サ
ス

・
調
査
活
動
期
間

　

１
月
中
旬
～
２
月
中
旬
予
定

・
募
集
人
員　

１
３
５
人

◆
今
後
の
統
計
調
査

国
勢
調
査

・
調
査
期
間

　

令
和
２
年
９
月
～
11
月
予
定

●
申
・
問

・
企
画
政
策
課

　

℡
23
‐
０
４
５
６

　

水
道
事
業
が
目
指
す
将
来
像
や

目
標
、
実
施
方
策
を
示
す
「
小
林

市
新
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
【
経
営

戦
略
】」（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た

の
で
、
こ
の
素
案
に
関
し
て
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　

10
月
３
日
（
木
曜
）

　

～
11
月
１
日
（
金
曜
）

◆
意
見
提
出
方
法

　

意
見
等
提
出
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
直
接
持
参
、
郵
便
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
閲
覧
場
所　

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
情
報
公
開
室
（
本
館
３
階
）

・
水
道
課
（
第
２
別
館
）

・
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課

・
野
尻
庁
舎
地
域
振
興
課

・
西
小
林
出
張
所

・
紙
屋
出
張
所

●
申
・
問

・
水
道
課

　

℡
23
‐
０
３
２
１

　
　

23
‐
２
１
９
１

　
　

k_suidou@
city.

　
　
　

kobayashi.lg.jp

　

法
務
専
門
監（
法
曹
有
資
格
者
）

に
よ
る
法
律
講
座
を
開
催
し
ま
す

（
年
間
８
回
）。
第
５
回
の
テ
ー
マ

は
「
文
書
の
作
成
術
」
で
す
。
参

加
費
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　

10
月
26
日
（
土
曜
）

◆
時
間　

14
時
～
17
時

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学

の
人

◆
定
員　

30
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
申
込
締
切　

10
月
23
日（
水
曜
）

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
市
民
課

　

℡
23
‐
１
１
４
１

募　

集

 

皆
さ
ん
は
近
頃
、
公
衆
電

話
を
使
用
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。
携
帯
電
話
が
今
ほ

ど
普
及
す
る
前
は
、
各
家
庭

に
は
固
定
式
電
話
、
小
さ
な

店
や
公
共
機
関
に
は
、
必
ず

公
衆
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

公
衆
電
話
は
、
10
円
玉
を

複
数
枚
入
れ
て
通
話
す
る
と

３
分
ご
と
に
10
円
玉
が
電
話

機
内
の
ボ
ッ
ク
ス
へ
落
ち
る

シ
ス
テ
ム
で
し
た
。

　

寮
生
活
を
し
て
い
た
高
校

時
代
の
あ
る
日
、
公
衆
電
話

か
ら
自
宅
へ
電
話
を
か
け
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
入
れ
た
は
ず
の

10
円
玉
が
手
前
の
返
却
口
に

出
て
き
ま
す
。
た
ぶ
ん
ボ
ッ

ク
ス
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
ん

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

よ
く
公
衆
電
話
に
10
円
玉

を
積
み
立
て
て
電
話
し
て
い

る
光
景
を
見
る
も
の
で
し
た

が
、
現
在
は
、
携
帯
電
話
の

普
及
で
公
衆
電
話
そ
の
も
の

が
ま
ち
か
ら
消
え
て
い
ま

す
。
災
害
時
や
緊
急
時
は
必

ず
繋
が
る
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
活
用
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。

　

先
日
、
テ
レ
ビ
で
小
学
生

に
公
衆
電
話
か
ら
家
に
電
話

を
か
け
さ
せ
る
と
い
う
放
送

を
見
ま
し
た
。
そ
の
子
ど
も

た
ち
は
公
衆
電
話
の
使
い
方

が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
、
多
く
の

経
験
を
さ
せ
る
こ
と
が
危
機

管
理
の
ひ
と
つ
に
な
る
と
考

え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

宮原市長のコラム

Volume.8
Check!

信念
貫を く

公
衆
電
話
と
危
機
管
理

法
律
を
学
び
ま
せ
ん
か

身
近
な
文
書
利
用
術

登
録
統
計
調
査
員
募
集

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン

へ
の
意
見
募
集

FaxMail

高
齢
者
就
労
支
援
の

見
学
会
と
講
習

公
共
職
業
訓
練

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
科
」
受
講
生
募
集

短
期
講
座
パ
ソ
コ
ン

教
室
（
有
料
）
受
講
生

募
集

講
座
・
催
し

市
民
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

野
尻
東
麓
文
化
財
巡
り

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１９年　１０　月１日号

Fax
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郷
土
料
理
の
が
ね
と
、
栄
養
豊

富
で
体
力
回
復
に
も
効
果
の
あ
る

甘
酒
作
り
。

◆
日
程　

11
月
28
日
（
木
曜
）

◆
時
間　

10
時
～
13
時　
　
　
　

◆
場
所

　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

◆
定
員　

12
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
費
用　

５
０
０
円

※
別
途
材
料
代
必
要　

◆
申
込
方
法

　

窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切　

11
月
14
日（
木
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
の
９
時
～
17
時　

※
祝
日
を
除
く　

●
申
・
問
・
教
育
部
須
木
分
室

　

℡
48
‐
２
２
６
６

　

自
分
の
体
質
と
向
き
合
い
な
が

ら
、
季
節
の
食
材
を
使
っ
て
養
生

し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
程
（
全
２
回
、
各
土
曜
）

　

11
月
16
日
、

　

令
和
２
年
２
月
29
日

◆
時
間　

13
時
～
15
時　
　
　
　

◆
場
所　

　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

◆
定
員　

10
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
費
用　

５
０
０
円

※
別
途
材
料
代
各
千
円

◆
申
込
方
法

　

窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切　

11
月
1
日（
金
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
の
9
時
～
17
時　

※
祝
日
を
除
く

●
申
・
問
・
教
育
部
須
木
分
室

　

℡
48
‐
２
２
６
６

　

簡
単
！
椅
子
ス
ト
レ
ッ
チ
！
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
抜
群
！

◆
日
程
（
全
３
回
・
各
水
曜
）

　

11
月
6
日
、
11
月
20
日
、

　

11
月
27
日

◆
時
間　

13
時
30
分
～
15
時

◆
場
所　

野
尻
庁
舎

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

◆
定
員　

20
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
費
用　

５
０
０
円 

◆
申
込
方
法　

　

窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切 　

10
月
23
日
（
水
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
の
９
時
～
17
時　

※
祝
日
を
除
く

●
申
・
問
・
教
育
部
野
尻
分
室

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

郷
土
料
理
名
人
養
成
講
座
手
作

り
簡
単
蒟
蒻
作
り
で
す
！

◆
日
程　

10
月
30
日
（
水
曜
） 

◆
時
間　

10
時
～
12
時

◆
場
所

　

野
尻
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

◆
定
員　

16
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
費
用　

５
０
０
円

※
別
途
材
料
代
必
要　

◆
申
込
方
法

　

窓
口
ま
は
た
電
話
で
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切　

　

10
月
16
日
（
水
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
の
９
時
～
17
時　

※
祝
日
を
除
く

●
申
・
問
・
教
育
部
野
尻
分
室

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

苦
手
な
方
も
書
い
て
み
た
く
な

る
…
筆
ペ
ン
と
パ
ス
テ
ル
で
遊
び

ま
し
ょ
！

◆
日
程
（
全
３
回
・
毎
週
木
曜
）

　

11
月
14
日
、
21
日
、
28
日

◆
時
間　

10
時
～
12
時

◆
場
所　

野
尻
庁
舎

◆
対
象　

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

◆
定
員　

12
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
費
用　

５
０
０
円

※
別
途
材
料
代
必
要

◆
申
込
方
法

　

窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切

　

 

10
月
31
日
（
木
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
の
９
時
～
17
時　

※
祝
日
を
除
く

●
申
・
問
・
教
育
部
野
尻
分
室

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

講
師
が
提
供
す
る
本
場
の
味
を

堪
能
し
ま
せ
ん
か
？

◆
日
程　

11
月
14
日
（
木
曜
）

◆
時
間　

19
時
～
21
時

◆
場
所　

小
林
中
央
公
民
館

◆
対
象　

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
お
お

　

む
ね
40
歳
未
満
の
人

※
40
歳
以
上
の
人
で
も
申
込
で
き

　

ま
す
が
、
申
込
み
多
数
の
場
合

　

は
対
象
者
を
優
先
し
抽
選

◆
定
員　

10
人

◆
費
用　

５
０
０
円

※
別
途
材
料
代
必
要

◆
申
込
方
法

　

窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切　

10
月
31
日（
木
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
の
９
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

●
申
・
問
・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

　

外
国
人
住
民
が
増
え
て
い
る

中
、
言
語
や
文
化
の
違
う
人
た
ち

と
互
い
に
尊
重
し
理
解
し
合
え
る

暮
ら
し
方
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん

で
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

◆
日
程　

11
月
10
日
（
日
曜
）

◆
時
間　

14
時
～
16
時

　

※
受
付
開
始
13
時
30
分

◆
場
所

　

市
地
域
・
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

（
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
小
林
）
２
階

◆
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

◆
費
用　

無
料

◆
定
員　

50
人
程
度

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
講
師

　

慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部

　

教
授　

平
高　

史
也
氏

◆
申
込
方
法　

　

講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
メ
ー
ル
で
申
込
み
く
だ
さ
い

（
様
式
任
意
、
電
話
申
込
可
）。

◆
申
込
締
切　

11
月
５
日（
火
曜
）

●
申
・
問

・
地
方
創
生
課　

　

℡
23
‐
１
１
４
８

　
　

23
‐
６
６
５
０

　
　

k_kokusaika@

　
　

city.kobayashi.lg.jp

　

交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
お
い
し

い
料
理
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん

か
。

◆
内
容

▼
第
１
回　

パ
ン
作
り

・
日
程　

10
月
18
日
（
金
曜
）

・
申
込
締
切　

10
月
15
日
（
火
曜
）

▼
第
２
回　

こ
ん
に
ゃ
く
作
り

・
日
程　

11
月
15
日
（
金
曜
）

・
申
込
締
切　

11
月
12
日
（
火
曜
）

▼
第
３
回　

そ
ば
作
り

・
日
程　

12
月
13
日
（
金
曜
）

・
申
込
締
切　

12
月
10
日
（
火
曜
）

▼
第
４
回　

巻
き
ず
し
作
り

・
日
程

　

令
和
２
年
1
月
17
日
（
金
曜
）

・
申
込
締
切

　

令
和
２
年
１
月
14
日
（
火
曜
）

▼
第
５
回　

豆
腐
作
り

・
日
程

　

令
和
２
年
２
月
21
日
（
金
曜
）

・
申
込
締
切

　

令
和
２
年
２
月
18
日
（
火
曜
）

※
開
催
時
間
は
、
い
ず
れ
も
10
時

か
ら
12
時
30
分
ま
で
。
内
容
や
日

程
は
変
更
と
な
る
場
合
あ
り

◆
場
所

　

シ
ル
バ
ー
ラ
ン
ド
望
峰
の
里

◆
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

　

60
歳
以
上
の
人

◆
定
員　

15
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
費
用　

５
０
０
円

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

　

教
室
当
日
は
エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
手
拭
タ
オ
ル
・
腕
カ
バ
ー
・

マ
ス
ク
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

●
申
・
問

・
シ
ル
バ
ー
ラ
ン
ド
望
峰
の
里　

　

℡
27
‐
１
０
０
０

　

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
調
の
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
押
し
花
絵
作
り

◆
日
程　

11
月
７
日
（
木
曜
）

◆
時
間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

◆
定
員　

20
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
費
用　

５
０
０
円

※
別
途
材
料
代
８
０
０
円

◆
必
要
な
も
の

　

新
聞
紙
、
は
さ
み	

◆
申
込
方
法

　

窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切　

10
月
23
日（
水
曜
）

◆
受
付
時
間　

　

月
曜
～
金
曜
の
９
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

◆
そ
の
他　

　

詳
し
く
は
受
講
者
に
後
日
連
絡

し
ま
す
。

●
申
・
問

・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

　

知
っ
た
そ
の
日
か
ら
た
め
に
な

る
知
識
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

◆
内
容
・
日
程

（
全
４
回
・
毎
月
第
３
水
曜
）

▼
第
１
回　

知
っ
て
お
き
た
い
食

　

品
表
示

・
11
月
20
日
（
水
曜
）

▼
第
２
回　

く
ら
し
の
な
か
の
契

　

約
・
12
月
18
日
（
水
曜
）

▼
第
３
回　

収
納
整
理

・
令
和
２
年
１
月
15
日
（
水
曜
）

▼
第
４
回

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
基
礎
知
識

・
令
和
２
年
２
月
19
日
（
水
曜
）

◆
時
間　

10
時
～
12
時

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

◆
定
員　

20
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
費
用　

５
０
０
円

◆
申
込
方
法

　

窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切　

11
月
５
日（
火
曜
）

◆
受
付
時
間　

　

月
曜
～
金
曜
の
９
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

◆
そ
の
他　

　

詳
し
く
は
受
講
者
に
後
日
連
絡

し
ま
す
。

●
申
・
問

・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

「
異
文
化
を
も
つ
人
た

ち
と
と
も
に
暮
ら
す
社

会
を
目
指
し
て
」

シ
ル
バ
ー
ラ
ン
ド
望
峰

の
里　

料
理
教
室

小
林
中
央
公
民
館
講
座

押
し
花
ア
ー
ト
講
座

須
木
生
涯
学
習
講
座

薬
膳
カ
フ
ェ
（
冬
・
春

編
）
講
座

の
じ
り
生
涯
学
習
講
座

手
作
り
蒟こ

ん
に
ゃ
く蒻

講
座

の
じ
り
生
涯
学
習
講
座

健
康
体
操
教
室

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座

紅
茶
＆
ス
コ
ー
ン
講
座

須
木
生
涯
学
習
講
座

が
ね
と
甘
酒
作
り
講
座

の
じ
り
生
涯
学
習
講
座

筆
文
字
ア
ー
ト
講
座

小
林
中
央
公
民
館
講
座

か
し
こ
い
消
費
者
に

な
る
講
座

Fax

Mail
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10
月
の
集
団
健
（
検
）
診
を
次

の
日
程
・
場
所
で
行
い
ま
す
。
各

種
健
（
検
）
診
に
よ
り
、
受
診
対

象
者
や
金
額
が
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
５
月
下
旬
に
送
付
し
た

個
人
通
知
を
確
認
い
た
だ
く
か
、

健
康
推
進
課
ま
で
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
個
別
健
（
検
）
診

を
希
望
す
る
人
は
、
直
接
医
療
機

関
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
予
約
が
定
員
に
達
し
た

　

日
程
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん

◆
健
（
検
）
診
名
・
日
程
・
場
所

▼
セ
ッ
ト
健
診
（
特
定
、
肝
炎
、

前
立
腺
、
胃
、
大
腸
）

・
10
月
３
日
（
木
曜
）

　

野
尻
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

・
10
月
10
日
（
木
曜
）

　

西
小
林
地
区
体
育
館

・
10
月
25
日
（
金
曜
）

　

中
央
公
民
館

▼
肺
が
ん
検
診

・
10
月
３
日
（
木
曜
）

　

午
後　

野
尻
町
保
健
福
祉
セ
ン

　

タ
ー

・
10
月
８
日
（
火
曜
）

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
10
月
17
日
（
木
曜
）

　

西
小
林
地
区
体
育
館

・
10
月
20
日
（
日
曜
）

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
10
月
23
日
（
水
曜
）

　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
乳
が
ん
検
診

・
10
月
17
日
（
木
曜
）　

　

午
前　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ

　

ン
タ
ー

◆
申
込
方
法

　

事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
小
林
市
健

診
」
で
検
索
、
ま
た
は
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
申
込
む
か
、
健
康
推
進

課
ま
で
電
話
く
だ
さ
い
。
申
込
み

に
は
、
受
付
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

が
必
要
で
す
。
な
お
、
定
員
に
達

し
、
予
約
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

　

各
種
集
団
健
（
検
）
診
を
申
込

み
し
た
人
に
は
、
検
診
日
の
１
週

間
前
に
問
診
票
な
ど
を
送
り
ま

す
。

●
問

・
健
康
推
進
課

　

℡
23
‐
０
３
２
３

　

感
染
症
法
に
よ
り
５
月
～
７
月

に
か
け
て
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
受
診
さ
れ

て
い
な
い
人
を
対
象
に
、
再
度
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
結
核
は
、「
過

去
の
病
気
」
で
は
な
く
、
現
在
も

集
団
感
染
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

初
期
に
は
症
状
が
軽
く
、
気
づ
い

た
時
に
は
症
状
が
か
な
り
進
行
し

て
い
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
早

期
発
見
と
初
期
治
療
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
肺
が
ん
を
は
じ
め
と

す
る
他
の
肺
疾
患
等
の
発
見
の
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
年
1
回
は
必

ず
検
診
を
受
診
し
、
自
分
自
身
の

健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
（
令

和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
65
歳
に

な
る
人
も
含
む
）

※
事
業
所
に
勤
め
て
い
る
人
は
当

　

該
事
業
主
や
施
設
長
な
ど
が
実

　

施
す
る
の
で
除
く

※
対
象
者
で
「
職
場
や
病
院
な
ど

　

で
毎
年
受
診
す
る
」
と
連
絡
を

　

し
た
人
、
各
種
健
診
の
申
し
込

　

み
に
て
肺
が
ん
検
診
を
予
約
さ

　

れ
た
人
に
は
受
診
票
を
送
付
し

　

て
い
ま
せ
ん
。
退
・
離
職
な
ど

　

で
以
前
と
状
況
が
変
わ
っ
た
人

　

は
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
問
合

　

せ
く
だ
さ
い

◆
費
用　

無
料

◆
日
程

　

対
象
者
に
日
程
表
（
受
診
票
）

を
送
付
し
ま
す
。

◆
そ
の
他

　

結
果
は
、
精
密
検
査
が
必
要
な

人
の
み
通
知
い
た
し
ま
す
。
通
知

の
目
安
は
、
受
診
日
よ
り
約
１
か

月
程
に
な
り
ま
す
。

●
問

・
健
康
推
進
課

　

℡
23
‐
０
３
２
３

　

世
界
で
活
躍
し
た
元
大
使
館
料

理
人
に
、
日
頃
役
に
立
つ
料
理
を

教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
今
回
は
苦

手
な
野
菜
を
お
い
し
く
ア
レ
ン
ジ

す
る
講
座
で
す
。

◆
日
程　

10
月
28
日
（
月
曜
）　

◆
時
間　

19
時
～
21
時

◆
場
所　

レ
ス
ト
ラ
ン『K

okoya 

　

de kobayashi

』（
駅
南
）

◆
対
象　

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
お
お

　

む
ね
40
歳
未
満
の
人

※
40
歳
以
上
の
人
で
も
申
込
で
き

　

ま
す
が
、
申
込
み
多
数
の
場
合

　

は
対
象
者
を
優
先
し
抽
選

◆
定
員　

10
人

◆
費
用　

５
０
０
円

※
別
途
材
料
代
５
０
０
円

◆
内
容

　

今
講
座
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
シ
ェ

フ
の
調
理
し
た
も
の
を
実
食
し
て

い
た
だ
く
形
式
で
す
。　

◆
申
込
方
法

　

窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切

　

10
月
15
日
（
火
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
の
９
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

●
申
・
問

・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

　
「
食
と
音
楽
を
楽
し
む
秋
の
マ

ル
シ
ェ
」
涼
し
い
秋
の
風
を
感
じ

な
が
ら
お
肉
や
お
酒
、
小
林
の
グ

ル
メ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
テ
レ

ビ
で
も
取
材
さ
れ
た
話
題
の
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
大
出
水
陽

香
さ
ん
を
は
じ
め
、
素
敵
な
音
楽

も
た
く
さ
ん
。
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や

雑
貨
も
出
店
し
ま
す
。

◆
日
程　

11
月
10
日
（
日
曜
）

◆
時
間　

12
時
～
16
時

◆
場
所

　

小
林
駅
横
ふ
れ
あ
い
広
場

◆
そ
の
他

　

動
画
サ
イ
ト
「
ニ
シ
モ
ロ
を
楽

し
む
」
で
は
出
演
者
や
出
店
者
を

動
画
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
こ
ば
や
し
マ
ル
シ
ェ
の
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

●
問

・
商
工
観
光
課

　

℡
23
‐
１
１
７
４

　

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第
39

回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
記
念
事
業

と
し
て
、
食
を
通
じ
た
交
流
を
目

的
に
食
の
産
業
祭
を
開
催
し
ま

す
。
食
に
関
わ
る
九
州
内
の
企
業

が
集
ま
り
、
商
品
の
販
売
や
料
理

の
提
供
を
行
う
産
業
祭
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　

11
月
２
日
（
土
曜
）

◆
時
間　

11
時
～
16
時
30
分

※
雨
天
決
行
（
荒
天
中
止
）

◆
場
所

　

小
林
駅
横
ふ
れ
あ
い
広
場

◆
そ
の
他

　

駐
車
場
は
小
林
駅
交
番
前
駐
車

場
、
市
役
所
第
3
別
館
、
み
ど
り

会
館
、
Ｊ
Ｔ
跡
地
駐
車
場

※
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
あ
り

●
問

・
小
林
商
工
会
議
所

　

℡
23
‐
４
１
２
１

　

Ｗ
ｅ
ｂ
制
作
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講

座
「
魅
力
的
な
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン

ツ
を
作
る
に
は
」

　

趣
味
と
し
て
、
副
業
と
し
て
、

プ
ロ
と
し
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
制

作
に
興
味
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

ゼ
ロ
か
ら
プ
ロ
の
手
法
を
学
べ
る

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
は
文
章
、
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
、

動
画
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ（
内
容
）

を
見
せ
る
も
の
で
す
が
「
ど
の
よ

う
な
も
の
が
魅
力
的
か
」
と
い
う

こ
と
は
Ｗ
ｅ
ｂ
担
当
者
に
と
っ
て

重
要
で
す
。
一
緒
に
考
え
な
が
ら

Ｗ
ｅ
ｂ
の
可
能
性
を
探
る
楽
し
い

講
座
で
す
。

※
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
持
参
が
推
奨
で
す

　

が
、
貸
出
も
で
き
ま
す
の
で
相

　

談
く
だ
さ
い

◆
日
程　

10
月
19
日
（
土
曜
）

◆
時
間　

９
時
30
分
～
12
時
30
分

◆
定
員　

15
人

◆
講
師

　

松
井
屋
Ｗ
ｅ
ｂ

　

松
井
淳
治
さ
ん

 

ネ
ク
ス
ト
ワ
ー
ク
ラ
ボ

　
「
自
分
の
得
意
を
仕
事
に
す
る

方
法
（
実
践
編
）」

　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
、
自
分
の
得
意
技
を

仕
事
に
す
る
為
に
必
要
な
「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
」
の
考
え
方
を
学
ぶ

ラ
ボ
で
す
。
ペ
ル
ソ
ナ
設
定
、
Ｓ

Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
４
Ｐ
な
ど
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
使
い
な
が

ら
、
ご
自
身
の
事
業
に
落
と
し
込

む
為
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
考
え
ま

す
。
今
回
は
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
学
ん
だ
こ
と
を

実
際
に
お
客
さ
ん
に
向
け
て
や
っ

て
み
る
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
も
後
日

準
備
し
て
い
ま
す
。

◆
日
程　

10
月
24
日
（
木
曜
）

◆
時
間　

18
時
～
20
時

◆
定
員　

20
人

◆
講
師

　

小
林
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

池
上　

翔
さ
ん 

共
通
事
項

▼
開
催
場
所

　

市
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
Ｔ

Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
（
テ
ノ
ッ
セ
）

▼
費
用　

無
料

▼
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

▼
申
込
方
法

　

事
前
に
、
電
話
で
申
込
み
く
だ

さ
い
。

●
申
・
問

・
市
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
Ｔ

　

Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
（
テ
ノ
ッ
セ
）

　

℡
27
‐
４
７
１
１

ま
ち
な
か
音
楽

マ
ル
シ
ェ
を
開
催

集
団
健
（
検
）
診
を

行
い
ま
す
！

申込用
ＱＲコード

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座

元
大
使
館
料
理
人
が
教

え
る
料
理
講
座

食
の
産
業
祭
を
開
催

結
核
の
定
期
健
康
診
断

（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）
実
施

小
林
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
皆
様
の
利
用
に
よ
り
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
三
松
循
環
線
を
除
く
す
べ
て
の
路
線
が
1
乗
車

２
０
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。（
※
三
松
循
環
線
は
１
０
０
円
）
お

出
か
け
の
際
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、『
市

民
年
一
回
乗
車
運
動
』
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
：
企
画
政
策
課　

℡
23
‐
０
４
５
６

じ
ょ
じ
ょ
ん
よ
か
バ
ス 

　
　
　
　
　

み
ん
な
で
の
っ
ど
！

保
健
・
福
祉

市
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

Ｅ
講
座
情
報
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２０１9 年　１０　月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１９年　１０　月１日号

　

介
護
予
防
の
一
環
と
し
て
普
及

に
取
り
組
ん
で
い
る
貯
筋
運
動
の

啓
発
や
健
康
教
室
の
補
助
を
さ
れ

る
介
護
予
防
推
進
員
を
募
集
し
ま

す
。
介
護
予
防
推
進
員
は
、
介

護
予
防
に
つ
い
て
の
知
識
を
深

め
、
介
護
予
防
教
室
な
ど
で
活
動

し
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
ポ
イ
ン

ト
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ

ま
す
。
地
域
で
、
介
護
予
防
を
支

え
る
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

◆
対
象
者　

市
内
在
住
の
人

※
野
尻
・
内
山
地
区
を
除
く

◆
応
募
資
格

　

受
講
後
に
介
護
予
防
教
室
な
ど

で
活
動
で
き
る
人
、
市
内
の
会
場

へ
ご
自
身
で
行
け
る
人

◆
活
動
内
容

　

介
護
予
防
教
室
な
ど
の
手
伝

い
、
貯
筋
運
動
の
普
及
活
動

◆
日
程　

11
月
14
日
（
木
曜
）

◆
時
間　

９
時
30
分
～
12
時

※
受
付
９
時
～

◆
講
座
内
容

　

介
護
予
防
推
進
員
の
役
割
、
貯

筋
運
動
の
方
法
と
実
践

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
く

だ
さ
い

◆
場
所

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
八
幡
原
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

◆
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切　

11
月
１
日（
金
曜
）

●
申
・
問

・
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７

　
　

25
‐
０
７
０
８

　

障
が
い
や
難
病
の
あ
る
求
職
者

を
対
象
に
、
事
業
所
と
個
別
相
談

を
行
う「
ふ
れ
あ
い
就
職
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
普
段
着
で
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
！

◆
日
程　

11
月
６
日
（
水
曜
）

◆
時
間　

13
時
30
分
～
16
時

※
受
付
12
時
30
分
～

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
対
象

　

就
職
を
希
望
す
る
障
が
い
や
難

病
の
あ
る
人

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込　

事
前
申
込
不
要

◆
そ
の
他

・
履
歴
書
は
不
要
で
す

・
付
き
添
い
の
人
も
参
加
可
能

●
問

・
小
林
公
共
職
業
安
定
所

　

℡
23
‐
２
１
７
１

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者

と
使
用
者
と
の
間
に
生
じ
た
職
場

の
ト
ラ
ブ
ル
（
パ
ワ
ハ
ラ
、
賃
金

未
払
、
解
雇
な
ど
）
に
つ
い
て
、

随
時
、
秘
密
厳
守
・
無
料
で
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、

平
日
・
夜
間
と
土
日
も
相
談
を
受

付
け
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　

10
月
26
日
（
土
曜
）

　

～
11
月
1
日
（
金
曜
）

◆
受
付
時
間

・
平
日　

８
時
30
分
～
19
時

・
土
、
日
曜　

９
時
～
17
時

※
土
、
日
曜
に
面
談
を
希
望
す
る

　

場
合
は
事
前
に
電
話
連
絡
く
だ

　

さ
い

◆
対
象
者　
　
　
　

　

県
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
労

働
者
お
よ
び
使
用
者

◆
場
所

　

県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
（
県
庁
3
号
館
6
階
）

◆
相
談
方
法

　

電
話
、
面
談
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

　

メ
ー
ル

※
「
宮
崎
県
労
働
相
談
メ
ー
ル
送

　

信
フ
ォ
ー
ム
」
で
検
索

●
申
・
問

・
県
労
働
委
員
会
事
務
局
相
談
専

　

用
電
話
「
働
く
あ
ん
し
ん
サ
ポ

　

ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

℡
０
９
８
５
‐
26
‐
７
５
３
８

　
　

０
９
８
５
‐
20
‐
２
７
１
５

　

案　

内

労
働
に
関
す
る
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す

Fax

　

暮
ら
し
や
仕
事
に
か
か
わ
る
、

あ
ら
ゆ
る
悩
み
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。 

◆
電
話
・
面
談
に
よ
る
相
談

・
相
談
日
時

　

月
曜
～
金
曜　

10
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

◆
メ
ー
ル
で
の
相
談

　

tohoku@
m

iya-chuo.or.jp

ま
で
メ
ー
ル
を
送
信
く
だ
さ
い
。

◆
電
話
予
約
が
必
要
な
専
門
相
談

　

多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
、

職
場
・
学
校
・
家
庭
で
の
悩
み
ご

と
相
談
、
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し

相
談
。

◆
場
所

　

都
北
労
働
福
祉
会
館
（
都
城
市

北
原
町
４
街
区
４
号
）

●
申
・
問

・
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み

や
こ
の
じ
ょ
う

　

℡
０
１
２
０
‐
３
９
７
‐
８
６
８

　

市
で
は
、
自
主
財
源
確
保
の
た

め
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

◆
広
告
の
位
置

　
「
く
ら
し
」
と
「
観
光
」
の
ペ
ー

ジ
の
下
部

◆
広
告
掲
載
料　

・
事
務
所
を
市
内
に
有
す
る
企
業

　

月
額
５
千
円
（
税
込
）

・
事
務
所
を
市
内
に
有
し
な
い
企
業

　

月
額
１
万
円
（
税
込
）

◆
申
込
用
紙
配
布
場
所

　

地
方
創
生
課

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

◆
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
バ
ナ
ー
原
稿
を
添
え
て
地

方
創
生
課
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間　

随
時

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
確
認
く
だ
さ
い

●
申
・
問
・
地
方
創
生
課

　

℡
23
‐
１
１
４
８

　

〒
８
８
６
‐
８
５
０
１

　

小
林
市
細
野
３
０
０
番
地

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

は
、
公
的
年
金
制
度
等
の
収
入
や

所
得
額
が
一
定
基
準
以
下
の
年
金

受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、
10
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
制

度
で
す
。

　

給
付
金
の
対
象
者
に
は
日
本
年

金
機
構
か
ら
請
求
に
つ
い
て
の
案

内
が
届
き
ま
す
。
給
付
金
の
受
け

取
り
に
は
同
封
の
請
求
書
（
は
が

き
）
の
提
出
が
必
要
で
す
。
案
内

が
届
き
ま
し
た
ら
必
要
事
項
を
記

入
し
、
一
週
間
以
内
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、案
内
や
事
務
手
続
き
は
、

日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）

が
実
施
し
ま
す
。

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

　

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内

　

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

●
問

・
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

℡
０
５
７
０
‐
05
‐
４
０
９
２

　

林
業
の
仕
事
を
し
た
こ
と
が
あ

り
、
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い

た
方
で
、
退
職
金
請
求
手
続
き
を

し
た
心
当
た
り
の
な
い
人
は
、
退

職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
支
部
ま
た
は
本

部
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問

・
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部

　

℡
03
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.
rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

　

俳
優
の
日
野
正
平
さ
ん
が
、
日

本
全
国
を
自
転
車
で
旅
す
る
番
組

で
す
。「
２
０
１
９
年
秋
の
旅
」

で
は
、宮
崎
県
に
も
訪
れ
る
予
定
。

そ
こ
で
、
何
気
な
い
風
景
や
大
切

な
人
と
の
出
会
い
の
場
所
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
風
景
や
場
所
に
関
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
ま
す
。

◆
放
送
予
定

　

12
月
９
日
（
月
曜
）

　

～
12
月
13
日
（
金
曜
）

◆
募
集
方
法

　

は
が
き
・
封
書
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

ま
た
は
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は「
こ
こ
ろ
旅
」

　

で
検
索
く
だ
さ
い

◆
募
集
期
限　

10
月
21
日（
月
曜
）

●
申
・
問

・
N
H
K
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０
‐
０
６
６
‐
０
６
６

　
　

０
３
‐
３
４
６
５
‐
１
３
２
７

　

〒
１
５
０
‐
８
０
０
１

　
　
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

　生涯学習講座の講師ができる人を登録した
人材バンク「にしもろまなばせ隊」。現在、
登録者・利用者を募集しています。学校、職
場などの交流や学習など幅広く活用できま
す。詳しくは、市ホームぺージをご覧くださ
い。
◆講座内容
　スポーツや創作、芸術、料理、語学などさ
まざまな分野
◆対象
　利用者・登録者ともに、小林市・えびの市・
高原町に在住または在勤の人
●問
・社会教育課　℡ 22‐7912

生涯学習人材バンク
「にしもろまなばせ隊」の
登録・利用者を募集中です

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

バ
ナ
ー
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か

暮
ら
し
な
ん
で
も

無
料
相
談
窓
口

介
護
予
防
推
進
員

新
規
受
講
者
募
集

小
林
地
区
初
開
催

障
が
い
者
就
職
説
明
会

Kobayashi City Wi-Fi サービス
　市では、地区体育館や公民
館などの 27 ヶ所に無料で利
用できる Wi-Fi を整備してい
ます。詳しくは市ホームペー
ジを確認ください。ホームペー
ジは上の QR コードからアクセスできます。
●問・企画政策課 ℡ 23‐０４５６

年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
の
手
続
き
に
つ
い
て

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）
の
請
求

日
本
縦
断
こ
こ
ろ
旅

エ
ピ
ソ
ー
ド
募
集

　災害や身近な防犯情報をお
届けする「小林市防災・防犯
メール」。登録希望の人は、
携帯電話やスマートフォンの
カメラ機能で、右の QR コー
ドを読み取り、受信メールに
従って登録をお願いします。
 登録したにも関わらず、メー
ルが届かない人は、防災メールなどを受信できな
い設定になっている場合が考えられます。
　「city.kobayashi.lg.jp」からのメールを受信で
きるよう携帯電話・スマートフォンから設定する
か、最寄りの携帯電話の販売店にて受信設定を行っ
てください。
●問　危機管理課　℡ 23‐1175

防災や防犯に役立つ情報届けます
小林市防災・防犯メール

QR コードFax

Fax
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Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１９年　１０　月１日号２０１9 年　１０　月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ
　

今
年
８
月
の
前
線
に
伴
う
大
雨

災
害
に
よ
り
、
九
州
北
部
で
多
く

の
人
が
生
命
ま
た
は
身
体
に
危
害

を
受
け
、
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社
で

は
こ
の
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

方
々
を
支
援
す
る
た
め
義
援
金
を

口
座
振
込
で
受
付
け
ま
す
。
市
役

所
で
は
募
金
箱
を
設
置
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

義
援
金
口
座
振
込

◆
受
付
募
集
期
間

　

令
和
２
年
２
月
28
日
（
金
曜
）

　

ま
で

◆
受
付
金
融
機
関

・
金
融
機
関

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

・
口
座
記
号
番
号　

０
０
１
２
０

　

‐
７
‐
６
９
６
９
７
５

・
口
座
名
義

　

日
赤
令
和
元
年
８
月
豪
雨
災
害

　

義
援
金

◆
そ
の
他

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
振
込
用
紙
の

　

半
券
を
受
領
証
の
代
用
と
す
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
窓
口
で
の
取
扱
の
場
合
、
振
替

　

手
数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
る
通
常
払
い
込
み

　

及
び
ゆ
う
ち
ょ
ダ
イ
レ
ク
ト
を

　

利
用
の
場
合
は
、
所
定
の
手
数

　

料
が
か
か
り
ま
す

・
郵
便
局
以
外
の
口
座
振
込
に
つ

　

い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
問

・
日
本
赤
十
字
社
宮
崎
県
支
部　

　

℡
０
９
８
５
‐
22
‐
４
０
４
５

募
金
箱

◆
受
付
期
間

　

12
月
27
日
（
金
曜
）
ま
で　
　

◆
設
置
箇
所

　

市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー
、
東

館
1
階
ロ
ビ
ー
、
須
木
・
野
尻
庁

舎
ロ
ビ
ー

▼
そ
の
他

　

領
収
書
の
必
要
な
方
は
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問

・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対

策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民

の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま

す
。

◆
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

１
等
、
前
後
賞
合
わ
せ
て
５
億
円

・
１
等　

３
億
円
×
８
本

・
前
後
賞
各　

１
億
円
×
16
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額

２
４
０
億
円
、
８
ユ
ニ
ッ
ト
の
場

合◆
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　

１
等
、
前
後
賞
合
わ
せ
て

３
千
万
円
。

・
１
等　

２
千
万
円
×
16
本

・
前
後
賞
各

　

５
０
０
万
円
×
32
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額

１
２
０
億
円
・
４
ユ
ニ
ッ
ト
の
場

合◆
販
売
価
格

　

各
１
枚
３
０
０
円

◆
発
売
期
間

　

９
月
24
日
（
火
曜
）

　

～
10
月
18
日
（
金
曜
）

●
問

・
財
政
課

　

℡
23
‐
１
１
１
４

人のうごき（小林市の人口）

世帯数

火災・救急発生状況
種別

＋５建物 ３ 14

　＋５林野 ０ ７

　－３車両 ０ ０

　＋ 3その他 ０ ９

救急 186 1387 ＋ 52

昨年累計８月
交通事故発生状況

人身

物損

死者

負傷者

全国死者

27 172

85 664

0 2

32 206

2179 （昨年同月比　－ 120）

－ 25

－ 24

－ 7

± 0

種別 昨年累計8 月

令和元年 9 月１日現在現住人口　　　　　　　　　（前月比、前年同月比）
現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）を元に、その後の転入・転出、
出生・死亡などを増減して算出する人口。
※平成 28 年 10 月 26 日に公表された「平成 27 年国勢調査確定値」を反映しています

１９，678 世帯

人口
男

女

44，072 人
20，389 人

23，683 人

（＋ 7、＋ 35）

（－ 17、－ 549）
（－ 6、－ 282）

（－ 11、－ 267）

似
顔
絵
に
五
歳
と
し
る
し
夏
は
ゆ
く　
（
小
林
合
歓
の
会　

藤
林
伸
岳
）

夕
暮
れ
の
噴
水
の
穂
の
気き

お

い勢
失
せ　
（
小
林
合
歓
の
会　

清
本
幸
子
）

里
帰
り
子
等
の
灯と

う
ろ
う籠

迎
え
け
り　
（
小
林
合
歓
の
会　

内
田
ト
シ
子
）

煮
え
た
ぎ
り
日
本
列
島
夏
果は

て
る　
（
小
林
合
歓
の
会　

青
山
ス
ミ
子
）

か
ま
き
り
や
車
道
か
ま
わ
ず
横
断
す　
（
小
林
合
歓
の
会　

後
野
芙
美
子
）

村
中
を
軽
く
い
ざ
な
う
今
朝
の
秋　
（
小
林
合
歓
の
会　

永
田
タ
ヱ
子
）

合
羽
着
て
プ
ラ
ン
水
の
泡
夏
休
み　
（
長
友
正
臣
）

想
い
出
を
語
ら
う
午
後
の
一ひ

と
と
き時

に
秋
風
さ
や
か
友
と
我
が
頬
に　
（
永
友
チ
エ
）

終
戦
の
日
荒
れ
た
る
空
を
ふ
と
見
上
ぐ
雲
の
切
れ
め
に
冴
え
わ
た
る
月
（
佐
枝
記
子
）

夕
暮
の
飛
行
機
雲
赤
く
染
み
散
歩
の
涼
し
き
月
明
か
り
か
な　
（
木
佐
貫
ヒ
サ
エ
）

鈴
生
り
の
色
ず
き
柿
を
今
子
ら
は
飛
び
つ
き
も
せ
ず
カ
ラ
ス
我
も
顔　
（
武
ナ
ミ
子
）

腹
黒
い
さ季

語
よ
り
の
刺
身
光
を
り
先
ず
妻
が
喜
色
の
味
見
づ
け
か季

語
つ
お  

（
上
久
保
年
治
）

心の花びら
そ　

の　

他

  

情報提供者などに謝礼金
空き家バンク登録受付中

　市では、移住希望者などに、登録され
た空き家情報を提供する「空き家バンク
制度」を設けています。不動産会社に取
引を依頼されていない売買・賃貸できる
空き家を持っていて、空き家バンクへの
登録を希望する人は、気軽に連絡くださ
い。
　また、情報提供者に５０００円、所有者
に５000 円を支払う謝礼金制度もありま
す。詳しくは、地方創生課まで問い合わせ
ください。
◆空き家の改修補助＝空き家の改修など

（賃貸借契約締結後）に対する補助制度も
あります（上限 50 万円）。
●問＝地方創生課　℡ 23‐1148

「
令
和
元
年
８
月
豪
雨

災
害
義
援
金
」
受
付

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
中

で
、
元
気
な
シ
ニ
ア
が
介
護
職
員

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う「
介
護
助
手
」

と
し
て
働
き
な
が
ら
、
社
会
参
加

し
、
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
場

を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
向
け
介
護
職
場

体
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。　

市
で

は
次
の
３
施
設
で
実
施
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
介
護
の
職
場
を
体
験
す

る
機
会
と
し
て
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
期
間

　

10
月
１
日
（
火
曜
）

　

～
11
月
30
日
（
土
曜
）

◆
体
験
期
間

　

最
大
３
日
間

※
１
日
あ
た
り
３
～
５
時
間

◆
場
所

・
き
り
し
ま
の
園

・
ひ
な
も
り
園

・
慈
敬
園

◆
対
象　

概
ね
60
歳
以
上
の
人

◆
参
加
費　

無
料

※
交
通
費
、
昼
食
代
、
健
康
診
断

（
必
要
な
場
合
）
は
自
己
負
担

◆
申
込
方
法

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
郵
送
で
受
付

※
申
込
書
は
長
寿
介
護
課
窓
口
に

あ
り
ま
す

◆
申
込
締
切　

10
月
31
日（
木
曜
）

●
問

・
宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
寿

社
会
推
進
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
８
５
‐
31
‐
９
６
３
０

・
長
寿
介
護
課

　

℡
23
‐
１
１
４
０

　

宮
崎
県
の
最
低
賃
金
は
、
10
月

４
日
（
金
曜
）
か
ら
「
時
間
額

７
９
０
円
」
に
改
正
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
最
低
賃
金
は
臨

時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
含

む
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
次
の
賃
金
な
ど
に
は
算
入
さ
れ

ま
せ
ん

・
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

・
１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に

　

支
払
わ
れ
る
賃
金（
賞
与
な
ど
）

・
時
間
外
割
増
賃
金
、
休
日
割
増

　

賃
金
、
深
夜
割
増
賃
金

・
精
皆
勤
手
当

・
通
勤
手
当

・
家
族
手
当

●
問

・
宮
崎
労
働
局
基
準
部
賃
金
室

　

℡
０
９
８
５
‐
38
‐
８
８
３
６

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一

環
と
し
て
、
矯
正
行
政
を
多
く
の

人
へ
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
鹿
児
島
矯
正
展
を
開
催
し

ま
す
。

◆
開
催
日
時

・
10
月
26
日
（
土
曜
）

　

９
時
30
分
～
16
時

・
10
月
27
日
（
日
曜
）

　

９
時
～
15
時

◆
開
催
場
所

　

鹿
児
島
刑
務
所

※
鹿
児
島
県
姶
良
郡
湧
水
町

　

１
７
３
３
番
地

◆
内
容

・
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
販
売

・
矯
正
施
設
の
活
動
パ
ネ
ル
展
示

・
施
設
見
学

・
更
生
保
護
女
性
会
な
ど
に
よ
る

　

各
種
バ
ザ
ー

◆
そ
の
他

　

来
場
者
の
駐
車
場
は
鹿
児
島
刑

務
所
内
と
池
平
公
園
敷
地
内
を
利

用
く
だ
さ
い

●
問

・
鹿
児
島
刑
務
所
企
画
部
門

　

℡
０
９
９
５
‐
75
‐
２
０
２
５

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
向

け
介
護
職
場
体
験

宮
崎
県
の
最
低
賃
金
の

改
定

鹿
児
島
矯
正
展
が
開
催

さ
れ
ま
す

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
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　リサイクル日程　

生活環境課　 　℡ 23-8122
小林市清掃工場 ℡ 24-0959
須木住民生活課 ℡ 48-3132
野尻住民生活課 ℡ 44-1100

区・組 （曜日）

区
10
月

11
月

水流迫、東方 1・2 1 5
真方１・２・３ 2 1

南西２・３、通り町 3 6
南西１の西、南西４

本町、新生町
4 7

南西１の東、
種子田

7 8

北西１・３、緑町 8 11
北西２、坂元 9 12

西町１・２・３
南島田

10 14

仲町、永田町、
後川内

11 13

細野２・３、
南真方

15 21

細野１、南真方西 16 22
南真方東、

上町、上町西
17 26

上町中、上町東、
上町北

25 27

西堤、南堤 29 28
北堤 30 29

野尻地区
（第 3 日曜）

20 17

須木地区
（第４日曜）

27 24

　すこやかカレンダー　 　健康推進課　　℡ 2 3 - 0 3 2 3

● 育児・親子健康日程　 
種　類 月　　日 時　間 会　場

妊婦健康相談
母子健康手帳発行

毎週月曜
（祝日除く） 9：00 ～ 11：30

小
林
市
保
健
セ
ン
タ
│

赤ちゃん健康診査 11 月 7 日（木）  受付 12：45 ～ 13：15

キッズフロア 11 月 6 日（水）  受付 9：30 ～ 11：00

もぐもぐクッキング 10 月 16 日（水）

離乳初期（受付）・要予約
13：15 ～ 13：30

離乳中後期（受付）・要予約
14：30 ～ 14：45

1st バースディ
健康相談

11 月 6 日（水） 受付・要予約
13：10 ～ 13：30

歯っぴ～教室 10 月 15 日（火）
受付・要予約

13：00 ～ 13：30

1 歳 6 か月児健康診査 10 月 10 日（木）  受付 12：45 ～ 13：15

3 歳児健康診査 10 月 11 日（金）  受付 12：30 ～ 13：15

● にこにこ運動教室（13：30 ～ 15：30）
問：社会福祉協議会野尻支所℡ 44-1206

場　所 10 月 11 月
野尻町保健福祉センター 15 日（火）、29 日（火） 5 日（火）

●けんしん相談会　健康おうえん教室
健診を受診した人が対象の健康相談。健診結果を持っている人は当日持参ください。

月　　日 会　場 申し込み先
10 月 31 日（木） 小林市保健センター 完全予約制 23‐0323

　日曜祝日在宅当番医（原則として 9 時から 17 時）　
月 日 曜 在　宅　医 電話番号　

10

13 日 宮崎医院 22 － 2841

14 月 上田内科 23 － 3377
小林中央眼科 23 － 5300

20 日 すわクリニック 22 － 6489
桑原記念病院 22 － 4138

22 火 内村病院 23 － 2575
和田クリニック 23 － 5653

27 日 園田病院 22 － 2221
髙﨑皮膚科医院 22 － 8521

11 3 日 槇内視鏡内科医院 22 － 2819
整形外科フレンドクリニック 22 － 3132

4 月 柊山医院 22 － 2503

※変更になる場合もありますので、各医療機関にご確認ください。

●健康相談
月 日 曜 種　類 会　場 時　間
10 11 金 まちかど健康相談 希望の店 野尻店

13：30 ～ 15：30
10 17 木 まちかど健康相談

まちの保健室 コープみやざき小林店

10 24 木 まちかど健康相談 小林郵便局

11 7 木 まちかど健康相談
まちの保健室 コープみやざき小林店

今月の　これは何ごみ？

くらし　10 月 10 日～ 11 月 9 日

●人権・行政・なやみごと相談　 市民課　℡ 23-1141

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

10
15 火

人権・行政・なやみごと
（ 特 設 行 政 相 談 ）

市役所東館１階相談室
10：00 ～ 15：00

29 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

11
5 火 人権・行政・なやみごと 須木総合ふるさとセンター

10：00 ～ 15：00
7 木 人権・行政・なやみごと 野尻町保健福祉センター

●納付・納税・年金　　ほけん課 ℡ 23-0116　税務課 ℡ 23-0115　市民課 ℡ 23-1112

種　類 月　日 場　所 時　間 備　考
休日納付・納税相談窓口 10 月 20 日（日） ほけん課・税務課窓口 8：30 ～ 17：15 ※ 毎月第 3 日曜日

年金移動相談   ※要予約 10 月 17 日（木） 市役所本館 1 階 相談室 10：00 ～ 14：40 予約 : 都城年金事務所

都城年金事務所　℡ 0986-23-2571

　こころの電話相談　
ひとりで悩まないで！どんなことでもお話しください。
毎週月曜日　20：00 ～ 22：00
●問：NPO 法人こばやしハートム 27-1850電話番号は

●障がい者相談員による定期相談会　 福祉課　℡ 23-0111

月　　日 会　場 時　間

10 月 27 日（日） 八幡原市民総合センター 13：00 ～ 16：00

　農地移動申請　
場所　農業委員会事務局

時間　8：30 ～ 17：15

受付開始日　10 月 8 日（火）

受付締切日　10 月 15 日（火）

　これは何ごみ？答え　
　掃除機は、燃やさないごみ
で出してください。ホース部
が指定袋からはみ出る場合で
も回収します。

●わかちあいの会（自死遺族のつどい）　 小林保健所　℡ 23-3118

月　　日 会　場 時　間
10 月 24 日（木） 小林保健所 13：00 ～ 15：00

　税・保険料の納付期限
※納期限は 10 月 31 日（木）です。

市県民税　3 期

国民健康保険税　4 期

後期高齢者医療保険料　4 期

介護保険料　５期

　その他のイベント
◆二原遺跡公園公開日
　10 月 20 日（日）
　９：30 ～ 11：30
[ 場 ] 二原遺跡公園

「掃除機」
（答えは左のページ）



【問】  ●健康推進課：℡ 23-0323  Fax 23-0325　●小林市立病院：℡ 23‐4711
　　  ●長寿介護課：℡ 23-1140　●市社会福祉協議会：℡ 23-3466 

知恵袋
元気の

こ
こ
ろ
の
健
康

づ
く
り
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か

１日 350 ㌘の野菜摂取で

ベジ活！

やっぱい

元気がよか！

介護予防・福祉 健　　康

健
康
推
進
課
保
健
師

大お
お
く
つ

久
津 

彩あ
や
か華 

さ
ん
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ストレスとは、外部から刺激を受
けたときに生じる緊張状態のことで
す。私たちは職場や家庭、学校な
ど、さまざまな環境の中にいて、た
くさんの人と関わりあって生きてい
ます。生きていく上でストレスは避
けては通れないものです。適度なス
トレスは生活に張りを与え、やる気
や集中力を向上させるなどの利点が
あります。その一方で、ストレスが
溜まったままにしておくと、こころ
やからだに不調が出てきます。

こころの健康を保つのも、からだ
の健康を保つことと同じように早め
の対処が必要です。眠れない、食欲
がない、今まで楽しめていたことが
楽しめないなどの症状が現れたら、
ストレスサインかもしれません。

ストレスサインに気づいたとき、

以下のような対処法があります。
・質の良い睡眠をとる・身体を動か
す・栄養バランスのとれた食事をと
る・腹式呼吸を行う・生活リズムを
整える・自分に合ったリラックス法
を行う（読書、入浴、音楽・映画鑑
賞など）
　自分なりの対処法を身につけ、生
活の中で実践してみましょう。誰か
に話すこともストレス解消法の 1 つ
です。困ったときは一人で悩まず、
相談してください。もし大切な人が
悩んでいることに気が付いたら、①
本人の声に耳を傾け、②専門家につ
なぎ、③温かく見守ることが大切に
なります。ストレスと上手に付き合
い、自分と大切な人の心身の健康を
守るために、今日からこころの健康
づくりを始めてみませんか。

舌
や
唇
の
機
能
を
保
つ

　口から食べ続けるためには、舌
や唇などの機能を保つことがあげ
られます。どのようにすればいい
のでしょうか？全身の筋力は加齢
とともに低下していきます。その
ため、身体と同様に舌や唇の筋力
を鍛えることや動きを滑らかにす
ることが必要です。舌を出したり、
唇を尖らせたりといった動きを繰

り返すことが効果的です。また、
「ぱ・た・か・ら」を連続的に言
うことも効果があります。「ぱ」
は唇の運動、「た」は舌の先端、「か」
は舌の根元、「ら」は舌全体を大
きく動かすので、それぞれの部位
の動きをスムーズにする効果があ
ります。方法は、「ぱ・ぱ・ぱ…」
と一音ずつ数回繰り返すことから
始めて、「ぱた・ぱた…」などの
二音の組み合わせ、「ぱたか・ぱ
たか…」などの三音の組み合わせ
と増やしていくと、より効果的で
す。早く行うよりも、大きく動か
すことを心がけて行ってくださ
い。さらに、食事直前に行うこと
で誤嚥の予防にもつながっていき
ます。

き
の
こ
と
乳
製
品
は

丈
夫
な
骨
づ
く
り
に

相
性
抜
群
！

●作り方

①きのこの石づきをとり、傘の汚れは
湿らせたキッチンペーパーで軽くふき
取る。しいたけとパプリカは千切り、
長ネギは斜めに輪切りにしておく。
②アルミホイルに鮭と切った野菜をのせ

その上にバターをのせる。アルミホイル

をしっかり閉じる。

③深さ 2 センチほどに水を張ったフライ

パンに②を並べる。強火にかけ沸騰した

ら蓋をし、弱火で 15 分加熱する。

④皿にのせ、へべすを添える。

きのこのホイル焼き
材料【分量４人分】
・塩鮭…………160 ㌘（４きれ）

・しいたけ……100 ㌘

・えのきたけ…80 ㌘

・長ネギ………60 ㌘

・パプリカ……60 ㌘

・有塩バター…16 ㌘

・へべす………80 ㌘

　（ゆずやレモンでも可）

●まめ知識
レシピに「キノコの石づきを取る」とよ

くありますが、どこまでが石づきかご存

知ですか？うまみ豊富な軸まで切り落と

しているのならもったいないです！例え

ば椎茸なら一番下の固くて茶色い部分。

えのきたけは下から 1 ～ 2 センチほどが

石づきになります

１食あたり
野菜 75 ㌘

市
立
病
院
言
語
聴
覚
士

湯ゆ
あ
さ浅 

克か
つ
ひ
こ彦 

さ
ん

「
ぱ
・
た
・
か
・
ら
」

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

こ
ば
や
し

　成年後見センターこばやしでは、「お金の管理が心配」「書類の手続きが分
からない」「相談できる人がいなくて自分だけじゃ不安」このような悩みを
抱えている「認知症や障がい（知的、精神）により判断能力が不十分な人」
に２種類の事業でサポートします。暮

ら
し
の
「
判
断
」
を
サ
ポ
ー
ト
！

福祉情報をお届けします

社協タイムズ

●気軽に相談ください
　家族や関係者からの相談をお受けします。どのような支援が必要であるかを
検討し、今後の方向性について一緒に考えます。相談の内容によって必要な関
係機関へとつなぎ、連携しながら支援していきます。
詳しくは、成年後見センターこばやし（社会福祉協議会内）まで。

　本人を保護・支援するために、
家庭裁判所によって選ばれた

「成年後見人等」が、本人にか
わって法律行為（契約など）を
行ったり取り消したりすること
ができる制度です。社会福祉協
議会が「成年後見人等」として
財産の管理や支援を行います。

（あんしんサポート）
　福祉サービスの利用援助、書
類など預かりサービス、日常的
な金銭管理のお手伝いを行うこ
とにより、地域のなかで自立し
た生活ができるよう支援する事
業です。ご本人と契約をしてサ
ービスを実施します。

◆日常生活自立支援事業 ◆成年後見制度事業



■学校教育課 ℡ 23-0424　　■社会教育課 ℡ 22-7912　■スポーツ振興課 ℡ 22-7911
■市立図書館℡ 22‐7913　■北きりしまコスモドーム℡ 27‐246821 KOBAYASHI 2019.10 20

王様と王妃
STARRY

SKY

星空天空の羅針盤

図書館・歴史・星空

～児童書～

『ゆめちゃんのハロウィーン』
作：高林　麻里
発行：講談社

『電気じかけのクジラは歌う』
著書：逸木　裕
発行：講談社

今月のおすすめ図書

『怪談オウマガドキ学園』

シリーズ

責任編集：常光　徹

発行：童心社

読んだ感想

　オウマガドキ学園で、

かわいい妖怪たちがさま

ざまな怪談を習う様子が

おもしろいです。

～一般書籍～

教育委員会

EDUCATION
教育

　こばやし文化財かるたは、市内の文化財が
ユーモラスなイラストで描かれている 43 枚
からなるかるたです。このかるたは通常のい
ろはかるたとは異なり、読み札は文化財の説
明から入り最後に文化財の名称を読み上げる
方式になっているため、読み札の最初の文字
を聞いただけでは絵札は取れず、絵札に描か
れている文化財の名称を覚えるか、文化財の
説明を聞いて対象の文化財を連想しないと早
い段階で絵札を取ることができない、いわば
百人一首のようなゲーム性を持たせているこ
とが特徴です。毎年 11 月 3 日の総合文化祭
の時にはかるた
大会が行われて
い ま す。 皆 さ ん
もふるさとの文
化財で楽しんで
みませんか。

こばやし文化財かるた
ふるさとの歴史を楽しく学ぶ

文化の足跡 HISTORY
歴史

栗須小 6 年
重
しげまつ

松 由
ゆ い か

惟華 さん
栗須小 6 年

重
しげまつ

松 由
ゆ い か

惟華 さん

　月の出が遅くなる下旬。北の空を見上げま
す。秋の星空の主人公・古代エチオピアの王様
ケフェウスとその妃カシオペアが昇っていま
す。王妃の自慢が元で秋の物語が展開していき
ます。カシオペヤから線のようにたどると北が
わかる北極星が見つかります。

【お知らせ】観望会は毎週土・日曜と 14 日（月曜）
の 19 時、20 時、21 時から。20 日（日曜）まで
14 ～ 15 時に昼間の観望会。毎週火曜休館。

10 月 20 日 20 時頃の北天

【本館】　１日と毎週月曜は休館
　◆開館時間：9 時～ 19 時　※日曜と祝日は 17 時まで

【須木分館・野尻分館】　１日と毎週月曜と祝日は休館
　※須木分館は 10 月 26 日（土曜）休館
　◆開館時間
　須木：９時～ 17 時
　野尻：10 時～ 18 時 30 分 ※日曜は 17 時まで

10 月の休館と開館時間私
の
お
す
す
め
！

・開催日 10 月 26 日（土曜）　　・場所 市立図書館本館

小林市立図書館
111 周年記念祭＆読書まつり

BOOKS
図書

越智一仁氏講演会
（14 時～ 15 時 30 分）
ＰＲムービー「ンダモシタ
ン小林」のクリエーティブ
ディレクターによる講演

大出水陽香さんミニＬＩＶＥ
（13 時 40 分～ 14 時）
インターネット上の動画やＴ
Ｖで話題の小林の歌姫による
ミニライブ

図書館テラス＆ブックマーケット　　（10 時～ 15 時）
屋外でドリンク＆軽食と一緒に本を楽しめます！

※講演会とライブの入場には図書館で配付の整理券が必要

市
内
全
小
・
中
学
校
に
無
線
Ｌラ

ン

Ａ
Ｎ
環
境
を
整
備
。

11
月
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐピ

ー

シ

ーＣ
も
配
備
し
、
Ｉア

イ
シ
―
テ
ィ
ー

Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進

２
０
２
０
年
（
令
和
２
年
）、
い
よ
い
よ
小
学
校
で
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」
が
必
修
化
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
た
め
の
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。

今
後
来
る
未
来
の
姿
と
、
情
報
教
育
の
充
実
に
必
要
な
環
境
整
備
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
重
要
視
さ
れ

る
理
由
と
し
て
は
、
社
会
の
変
化
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
Ａエ
ー
ア
イＩ
（
人
工
知
能
）
や

Ｉア
イ
オ
ー
テ
ィ

ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
の
最
新
技
術
に
よ
っ

て
産
業
の
形
は
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

第
４
次
産
業
革
命
と
呼
ば
れ
、
効
率
や
生

産
性
が
飛
躍
的
に
上
が
り
、
新
し
い
価
値

や
サ
ー
ビ
ス
も
次
々
と
創
出
さ
れ
、
豊
か

さ
と
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

今
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
る
こ
ろ

に
は
、
身
の
回
り
に
あ
ふ
れ
て
い
る
情
報

や
最
新
技
術
を
活
用
で
き
る
資
質
・
能
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
資
質
・
能
力

こ
そ
が
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
で
学
ぶ
、

発
想
力
や
論
理
的
思
考
力
で
す
。

　

ま
た
Ａ
Ｉ
の
台
頭
や
最
新
技
術
に
よ
っ

て
、
20
年
後
に
は
、
現
在
の
仕
事
の
半
数

が
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
反
対

に
、
Ａ
Ｉ
や
最
新
技
術
を
扱
う
新
し
い
仕

事
が
生
ま
れ
る
と
も
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
言
語
能
力

と
同
じ
よ
う
に
、
情
報
活
用
能
力
が
学
習

の
基
盤
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

情
報
活
用
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に

は
、
各
学
校
に
お
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
活
用

す
る
た
め
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
市
で
は
平
成
30
年
度
に
国
の
補
助

金
を
活
用
し
、
全
小
・
中
学
校
に
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
環
境
を
整
備
。“K

コ

バ

ヤ

シ

obayashi C

シ
テ
ィ

ity 
W

ワ
イ
フ
ァ
イ

i-Fi

”
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
開
放
す
る
ほ

か
、
教
育
用
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
年
度
、
株
式
会
社
ミ
ヤ
ザ
キ
様

か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
活
用
し
、
小

学
校
５
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
配
備
。

普
段
の
学
習
で
も
使
用
さ
れ
、
生
徒
か
ら

は
「
み
ん
な
で
画
面
を
共
有
し
て
見
ら
れ

る
の
で
い
い
」、
教
員
か
ら
は
「
多
様
な

意
見
を
共
有
で
き
る
」「
思
考
を
表
現
し

や
す
い
」と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
度
11
月
に
は
、
全
小
・
中
学

校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
が
配
備
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
は
、
教
室
で
な
く
と

も
利
用
で
き
る
の
が
メ
リ
ッ
ト
。例
え
ば
、

体
育
の
授
業
で
は
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
水

泳
の
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
を
動
画
で
確
認
し

た
り
、
体
操
の
演
技
を
撮
影
し
、
確
認
す

る
こ
と
で
、
改
善
点
を
克
服
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
授
業
で
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
使
う
こ
と
で
各
時
間

や
発
表
に
割
か
れ
て
い
た
時
間
が
短
縮
さ

れ
、
効
率
的
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
情
報
共
有

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、「
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の
質
・
量
も
上
が
っ
て
い
る
」
と

い
う
教
員
の
声
も
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
は
、
効
率
化
だ
け
で
な
く
、
児
童
生

徒
に
主
体
性
が
生
ま
れ
、
授
業
の
理
解
の

深
ま
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

小
林
市
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
更
に
推

進
し
、
未
来
を
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
の

資
質
・
能
力
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

第
４
次
産
業
革
命
に
よ
る

新
た
な
社
会

20
年
後
に
は
現
在
の
仕
事
の

半
分
が
な
く
な
る
？

全
学
校
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
と

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
整
備

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
教
育
で
活
性
化

す
る
対
話
と
深
ま
る
理
解

グループ学習（数学）の様子。タブレット PC の
画面上でグラフの描き方を視覚的に共有できる

第４次産業革命により訪れる未来社会
「S

ソ サ エ テ ィ

ociety 5.0」。狩猟社会、農耕社会、
工業社会、情報社会に続く新たな社会と
して、日本政府も科学技術の基本指針と
して位置づけています
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トニーの K
ク ル ム ネ

olmne（コラム）

　10 月３日はドイツが再統一したことを記念
する、ドイツ連邦共和国の建国記念日です。
1990 年 10 月３日までドイツは壁で東西に別
れていて、東ドイツの国民の意思でその壁を
乗り越えることができ、「平和革命」として
知られてきたのです。写真は 2014 年、大阪
の天王寺公園にあった、ベルリンの壁の一部
です。私の主人は東ドイツ生まれなので、そ
の壁が今でも立っていたとすれば、人生がだ
いぶ違っていたはずだと思うことがたまにあ
ります。話は変わり
ますが、今月から始
まる学校訪問をずっ
と楽しみにしていま
す。ぜひ声をかけて
くださいね。

T
タ ー グ

ag d
デ ア

er d
ド イ チ ェ ン

eutschen E
ア イ ン ハ イ ト

inheit
（ドイツ統一の日 )

ALT（外国語指導助手）コラム

りんご狩り～サガール先生～

　9 月 1 日紙屋地区では、中学生も参加し
総員 118 人による紙屋一徳防災フェスタが
開催され、「救急救命」「防災かるた作成」「非
常食実食」等が行われました。
　自助 ･ 共助の精神で、地域による防災訓
練に積極的に参加し自分の地域は自分たち
で守りましょう。

●問・危機管理課　℡ 23‐1175

　国の事業として、ひとり親家庭のお子さ
んを対象にした進学、就職にかかる資金の
貸付制度「母子父子寡婦福祉資金」があり
ます。
　入学金や授業料などを貸し付ける「就学
支度資金」、「修学資金」また、就職する際
に必要な資金（雇用条件に「自動車免許必
須」の条件があったときは自動車学校に通
う費用が対象となる場合もあります）を貸
し付ける「就職支度資金」、「修業資金」な
ど、ひとり親家庭のお子さんの進学や就職
を支援しております。
　この制度は貸付けとなっておりますので
必ず返還が必要となります。
　詳しくは子育て支援課へお問い合わせく
ださい。
●問・子育て支援課　℡ 23‐1278

ひとり親家庭のお子さんが
進学、就職するとき

安心安全情報 みんなで学ぶみんなで学ぶ子育て広場子育て広場

 りんご狩りは秋の人気のアクティビティです。
ある日の午後、家族と一緒に生駒高原りんご園
に行ってきました。このりんご園は生駒高原の
目の前にあり、3.5 ヘクタールの広大な土地に
500 本、15 種類のりんごの木があります。美味
しいりんごをたくさん採り、その場で食べるこ
とができます。日本と同様にバングラデッシュ
でもりんごはよく食べ
られていますが、国内
のりんごの生産量は多
くありません。今回の
ようにりんご園に行っ
て、りんご狩りを体験
したのは初めてでした
ので、とても楽しい体
験となりました。
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撮
影
時
に
『
笑
っ
て
』
と
言
わ
な
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ
る

笑
顔
の
写
真
が
周
り
の
人
も
笑
顔
に
す
る

Vol.93
こばやしびと

川
かわは ら

原　信
のぶゆ き

幸 さん（73）

地元を撮り続けて 50 年

「
〇
〇
さ
ん
、
こ
ん
な
素
敵
な

笑
顔
を
す
る
ん
だ
」
感
嘆
の
声

と
と
も
に
声
の
主
も
笑
顔
に
な

る
。

　

今
年
８
月
末
に
市
役
所
な
ど

で
開
催
さ
れ
た
『
１
０
０
枚
の

写
真
展
』。
多
く
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
、
そ
の
様
子
を
嬉
し

そ
う
に
見
つ
め
て
い
る
の
が
、

写
真
展
の
主
催
者
川
原
信
幸
さ

ん
、
73
歳
。

　

川
原
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、

知
人
の
紹
介
で
、
北
九
州
市
門

司
区
に
あ
る
写
真
館
で
修
行
。

４
年
後
に
帰
省
し
、
23
歳
で
小

林
に
写
真
館
を
立
ち
上
げ
た
。

　
「
あ
の
時
の
知
人
の
強
い
勧

め
や
自
分
の
決
断
が
な
か
っ
た

ら
、
写
真
と
は
縁
の
無
い
人
生

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

　

結
婚
式
や
家
族
写
真
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
人
の
人
生
の
節
目

を
撮
り
続
け
て
き
た
。

　

精
力
的
に
仕
事
を
続
け
て
き

た
川
原
さ
ん
だ
が
、
３
年
前
に

病
気
に
よ
り
療
養
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。

　
「
周
り
の
人
の
心
配
や
励
ま

し
の
声
で
、
人
と
の
縁え
ん

や
地
域

の
支
え
の
あ
り
が
た
さ
を
、
よ

り
一
層
感
じ
ま
し
た
」

　

回
復
し
た
川
原
さ
ん
は
、
創

業
50
年
を
節
目
と
と
ら
え
、
地

域
へ
の
恩
返
し
を
決
意
。
社
会

福
祉
協
議
会
の
協
力
も
得
な
が

ら
、
60
歳
以
上
の
人
の
無
料
撮

影
を
募
集
。
応
募
者
の
中
に
は

施
設
入
所
者
や
、
結
婚
後
一
度

も
写
真
を
撮
っ
て
い
な
い
夫
婦

な
ど
、
写
真
を
撮
る
機
会
が
少

な
く
な
っ
た
人
も
多
か
っ
た
。

　
「
撮
影
時
に
『
笑
っ
て
』
と

言
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま

せ
ん
」
と
話
す
川
原
さ
ん
。

　

モ
デ
ル
の
一
番
良
い
表
情
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
そ
の
瞬
間

を
引
き
出
す
の
だ
。

　

写
真
展
に
は
、
撮
影
さ
れ
た

本
人
や
家
族
の
ほ
か
に
、
友
人

や
入
所
す
る
施
設
の
職
員
も
訪

れ
た
。
自
然
な
笑
顔
の
写
真
は

見
る
人
も
笑
顔
に
し
た
。

　

撮
影
さ
れ
る
人
や
、
そ
の
先

に
い
る
周
り
の
人
の
笑
顔
を
思

い
な
が
ら
、
川
原
さ
ん
は
今
日

も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。

写真㊤撮影前にモデルと交流する川原さ
んは何よりもコミュニケーションが大切
だと考える
㊦たくさんの人の思いとともに飾られた
写真展の様子

「訓練」でできないことは
「本番」ではできません
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市職員の給与などについて公表します
　市職員の給与は、国家公務員の給与などを参考にしながら、市議会の審議を経て条例や規則などで定められ
ています。そこで、市民のみなさまのご理解をいただくため、市職員の給与などについて次のとおりお知らせ
します。●問・総務課（℡ 23‐０４６９）

Ⅱ　職員の人事評価の状況

　 行動評価と業績評価で構成された人事評価を平成 28
年度から実施しています。職員が職務を通じて発揮した
行動や目標管理による業績を的確に把握し評価すること
で、職員の意欲や能力、職員間のコミュニケーションの
向上につなげ、人材育成等に活用していきます。

１　人事評価制度の概要等

２　職員の退職の状況　（30 年度）（単位：人）

※平成 30 年４月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日退職者

区　分 平 成
31年

平 成
29年

平 成
31年

平 成
29年

平 成
30年

職員数 対前年増減数

一般行政
部門
特別行政
部門

（ 小 計 ）
普通会計
公営企業
部門
合 計

6

－ 2

4

4

8

346

52

398

193

591

349

49

398

211

609

－ 1

－ 1

－ 2

6

4

－ 3

－ 1

－ 4

14

10

３　職員数の状況（各年 4 月１日現在）（単位：人）

平 成
30年

343

51

394

207

601

Ⅲ　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

１週間の
勤務時間

38 時間 45 分

勤務時間の割り振り
始　業
終　業

休 憩 時 間
週 休 日

８時 30 分
17 時 15 分

１　勤務時間の状況（平成 31 年 4 月 1 日現在）

Ⅶ　職員研修の状況

１　研修の状況（平成 30 年度）
研修の名称 実施回数研修の内容 期間

一般職員研修
（階層別研修）

特別研修

集合研修

派遣研修

受講者数

新規採用職員研修、体験研
修、新任主査研修、新任主
幹研修、新任課長研修など

県内集合研修（市町村研修
センター）

市町村職員中央研修、日本経
営協会研修、海外派遣研修、
やる気職員支援研修など

15 回

11 回

17 回

19 回

延べ
40 日間

延べ
12 日間

延べ
32 日間

延べ
63 日間

148 人

56 人

26 人

接遇・窓口業務改善研修、人事評
価制度研修、コンプライアンス研
修、リスクマネジメント研修など

Ⅳ　職員の休業に関する状況

１　育児休業等取得の状況（平成 30 年度 )
区　分

取 得 者 数
育 児 休 業 部 分 休 業

2 人19 人

Ⅵ　職員の退職状況の管理

再就職先

再就職者数

他の地方
公共団体

特 定 地 方
独 立 行 政 法 人 その他 合計営利

企業

１  退職時に管理職（課長級以上）であった者の再就職状況

※平成 29・30 年度退職者

0 人 0 人 3 人 2 人 5 人

Ⅴ　職員の分限処分及び懲戒処分の状況

１　分限処分・懲戒処分の状況　（平成 30 年度）（単位：人）

区分 処分事由 地方公務員法

分
限
処
分

懲
戒
処
分

心身の故障の場合

刑事事件に関し起訴
された場合

法令に違反した場合

職務上の義務に違反し、
または職務を怠った場合

全体の奉仕者たるにふさわ
しくない非行のあった場合

合 計

第 28 条第 1 項第２号
第２項第 1 号

第 28 条第 2 項第 2 号

第 29 条第 1 項第 1 号

第 29 条第 1 項第 2 号

第 29 条第 1 項第３号

降
任
停
職

休
職
合
計

1514

1414

減
給

1 1

1

Ⅷ　職員の福祉及び利益の保護の状況

Ⅸ　給与などに関する状況

６　職員手当の状況

１　人件費の状況（普通会計決算） （平成 30 年度）

住民基本台帳人口 歳出額 Ａ 人件費 Ｂ 人件費率
（Ｂ／Ａ）

平成 31 年 4 月 1 日現在
45,535 人

千円
27,719,706

千円
3,690,744

㌫
13.3

２　職員給与費の状況（普通会計決算）
給 与 費

（平成 30 年度）

職員数
Ａ 給 料 職員手当 期末・勤

勉 手 当 計 Ｂ

一人当た
り給与費

（Ｂ／Ａ）

人
398

千円
1,451,555

千円
277,932

千円
579,341

千円
2,308,828

千円
5,801

３　職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
（平成 31 年 4 月 1 日現在　※国は平成 30 年 4 月 1 日現在）
一
般
行
政
職

小 林 市 国

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

313,734 円 329,845 円41.4 歳 43.5 歳

４　職員の初任給の状況 （平成 31 年 4 月 1 日現在）

小 林 市 国

決 定 初 任 給 決 定 初 任 給
区 分

一 般
行政職

大 学 卒

高 校 卒

180,700 円

148,600 円

180,700 円

148,600 円

５　一般行政職の級別職員数の状況
（平成 31 年 4 月 1 日現在）

区 分
小 林 市 国

期末手当
勤勉手当

６月期

12 月期

計

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

1.300 月 分

1.300 月 分

2.6 月分 1.85 月 分 2.6 月分

区 分

退
職
手
当

支 給 率
小 林 市 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
勤続年数

20 年

25 年

35 年

最高限度額

その他の
加算措置

19.6695月分 24.586875月分 19.6695月分 24.586875月分
28.0395月分 28.0395月分

39.7575月分 39.7575月分

47.709 月分 47.709 月分

定年前早期退職特例措置
（2 ～ 20 ㌫加算）

定年前早期退職特例措置
（2 ～ 45 ㌫加算）

特
殊
勤
務
手
当

区 分 普 通 会 計

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給対象職員１人当たり平均支給月額
手当の種類（手当数）

市税事務等従事手当
社会福祉業務手当
道路作業員手当

手
当
内
容

12.8 ㌫
2,364 円

4
月額 2,500 円
月額 3,500 円

月額 2,500 円

（平成 31 年 4 月 1 日現在）

（平成 31 年 4 月 1 日現在）

（平成 31 年 4 月 1 日現在）

（平成 31 年 4 月 1 日現在）

区分 内 容 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

扶
養
手
当

住
居
手
当

通
勤
手
当

・配偶者　　
・子
・父、母など

・借家（限度額）　  月額 27,000 円

・持家　　　　　   　　　 月額 0 円

・交通用具利用者（片道２㌔以上）
　 月額 2,800 円～ 15,000 円

同

同

異
国の支給状況
月額 2,000 円
～ 31,600 円

月額 6,500 円
月額 10,000 円

月額 6,500 円

２　健康診断の実施状況（平成 30 年度）
診断の区分

受 診 者 数

定期健康診断 人間ドック

252 人530 人

３　互助会の設置状況
名　称

小林市職員厚生会

会員数

605 人

（平成 31 年 4 月 1 日現在）

１　公務災害補償の状況（平成 30 年度）
前年度末現在
未処理件数

平成 30 年度
末未処理件数受理件数 認定件数

3 件 5 件 7 件 3 件

0 件 0 件 ０件 0 件

区　分

公務災害

通勤災害

７　特別職の報酬等の状況 （平成 31 年 4 月 1 日現在）

Ⅰ　職員の任免及び職員数に関する状況

試験に
よる者

選考に
よる者

派遣に
よる者 合 計区　分

１　職員の採用の状況（30 年度） （単位：人）

一般事務職
土木技師
指導主事

医師
助産師
看護師
薬剤師
保健師

管理栄養士
合計

16
2

2
10
1
1
２
34

2

2

16
2
2
2
2

10
1
1
２
38

※平成 30 年４月２日～平成 31 年４月１日採用者

２

2

12 時～ 13 時
土曜日・日曜日

735 人 区 分

標準的な
職務内容

職 員 数

構 成 比

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

計主事補
技師補

主事
技師

主任主事
主任技師

主幹
主査

課長
監等

部長
課長

36 人 26 人 40 人 127 人 63 人 27 人 319 人

8.2 ㌫ 12.5 ㌫ 39.8 ㌫ 19.7 ㌫ 8.5 ㌫ 100 ㌫11.3 ㌫

0.925 月 分

0.925 月 分

1.300 月 分

1.300 月 分

1.85 月 分

0.925 月 分

0.925 月 分

33.27075月分

普 通 退 職

死 亡 、 免 職 、 失 職

定 年 退 職

勧 奨 退 職

合 計

その他

10

6

17

0

33

※公平委員会への不服申し立て等はなし

区 分

市 長

副市長

教育長

議 長

副議長

議 員

788,000 円

629,000 円

567,000 円

369,000 円

326,000 円

313,000 円

給料・報酬の額 期末手当の支給割合

６月期

12 月期

計

1.675 月分

1.675 月分

3.350 月分

33.27075月分

47.709月分

47.709月分

47.709月分

47.709月分
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こ
ば
や
し
大
運
動

会
に
パ
ン
食
い
競

走
は
ね
ー
ど

第 63 話「大運動会では負けない！」

【すくすく申込先】・地方創生課　℡ 23‐1148　ﾒｰﾙ info@city.kobayashi.lg.jp

小林看護医療専門学校

（19）山
や ま も と

本 和
わ か な

奏さん

わけもん小林の

小林にゆかりのある
「がんばる若者」を紹介！

Vol.28

思いやりの心で患者さんに安心感を与え
られる看護師になることが夢
　小林看護医療専門学校に在学す
る山本和奏さん、19 歳。看護師
になるため勉強するかたわらで、
同校のバレーボール部主将として
チームをまとめている。
　延岡市出身の山本さんは、高校
２年生の時に祖父が病気で入院。
　「担当看護師の患者さんへ安心
感を与えられる仕事ぶりに憧れま
した」
　入院先で出会った看護師への憧
れから、看護師の道を志した。
　高校卒業後は、自然が多く落ち
着いて勉強できる環境に惹かれ、
現在の学校に進学。また小学生か

ら続けてきたバレーボール部にも
所属した。
　「チームとして仲間と同じ目標
を目指して頑張るところが好き」
とバレーボールの魅力を話す山本
さん。同部は７月に行われた専門
学校などが出場する県大会で初優
勝。11 月開催の九州大会での上
位入賞を目指す。
　「熱心に指導してくれる先生と、
一緒に頑張れる同級生がいて楽し
い」と充実した学校生活を送る山
本さん。高校時代に憧れた看護師
のようになるため、今日も勉強に、
部活に励んでいる。

チームワークを
武器に創部２年
目での県大会優
勝を勝ち取った

すくすくSUKUSUKU
平成 29 年２月８日生

元気いっぱい歌って踊
る姿が大好き♡これか
らも優しいお兄ちゃん
でいてね♡
父：寛起　母：みゆき

小
こ い そ

磯 咲
さ く ま

真 くん
平成 31 年１月 14 日生

可愛い笑顔が大好き♡
これからもすくすく大
きくなぁれ♡

父：寛起　母：みゆき

小
こ い そ

磯 縁
えにし

 くん

　

10
月
19
日
、
20
日
の
２
日
間
、

宮
崎
こ
ば
や
し
熱
中
小
学
校
と
共

催
で
「
こ
ば
や
し
熱
中
運
動
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
１
日
目
は
、
み

ん
な
で
新
し
い
種
目
な
ど
を
作
る

「
運
動
会
ハ
ッ
カ
ソ
ン
」
を
開
催
。

運
動
会
の
道
具
か
ら
ド
ロ
ー
ン
な

ど
何
で
も
Ｏ
Ｋ
。
競
技
だ
け
で
な

く
音
楽
や
ダ
ン
ス
な
ど
、
運
動
会

で
で
き
れ
ば
何
で
も
Ｏ
Ｋ
。
未
体

験
の
競
技
を
創
り
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
２
日
目
は
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ

を
プ
レ
イ
す
る
「
こ
ば
や
し
熱
中

運
動
会
」
を
開
催
。
学
校
や
地
域

の
運
動
会
と
は
一
味
違
う
、
創
る

の
が
楽
し
い
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い

の
新
し
い
競
技
で
運
動
会
を
お
こ

な
い
ま
す
。
南
校
区
で
は
、
こ
れ

か
ら
の
運
動
会
を
皆
さ
ん
と
一
緒

に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
！

10 月 19 ～ 20 日「こばやし熱中運動会」を開催します！

このコーナーでは、市内７地区で設立された
「きずな協働体」の活動やイベント情報を紹介します！

　

今
年
度
か
ら
毎
月
第
２
水
曜
日

の
朝
、
地
域
の
高
齢
者
と
児
童
が

一
緒
に
登
校
す
る
、「
ふ
れ
あ
い

登
校
日
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

細
野
地
区
の
高
齢
者
と
児
童
が

一
緒
に
歩
い
て
登
校
す
る
こ
と
に

よ
り
、
高
齢
者
の
健
康
の
維
持
お

よ
び
増
進
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
児
童
生
徒
の
登
校
時
に
お
け

る
見
守
り
活
動
や
、
危
険
箇
所
の

発
見
な
ど
に
役
立
ち
ま
す
。
登
校

後
は
読
み
聞
か
せ
や
、
塗
り
絵
、

お
手
玉
作
り
な
ど
、
様
々
な
お
楽

し
み
企
画
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
、
血
圧
測
定
や
軽
体
操
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
高
齢
者
と
児
童
が
一
緒

に
登
校
す
る
事
で
、
み
ん
な
が
笑

顔
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
ま
す
。

ふれあい登校で安心安全な地域づくりと健康増進！

きずな協働体通信

高山地区盆踊り大会で帰省者をお出迎えしました！

細野
まちづくり協議会

南校区
まちづくり協議会

　

８
月
12
日
、
第
34
回
高
山
地
区

盆
踊
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
高
山
地
区
で
は
お
盆
に
東
方

出
身
者
の
帰
省
の
き
っ
か
け
に
な

る
事
を
願
い
、
ま
た
地
域
住
民
の

結
束
を
図
る
事
を
目
的
に
盆
踊
り

大
会
を
開
催
し
て
、
地
域
で
伝
承

す
る
輪
太
鼓
踊
り
や
住
民
の
芸
能

発
表
の
場
と
し
て
、
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。（
昨
年
か

ら
地
域
・
人
づ
く
り
部
会
が
協
力
）

今
年
は
、
台
風
８
号
で
一
週
間
前

の
祭
り
ス
テ
ー
ジ
の
組
立
を
延
期

し
て
、
次
の
台
風
９
号
の
動
き
を

気
に
し
な
が
ら
、
仕
事
を
終
え
て

夕
方
か
ら
毎
日
作
業
を
進
め
て
開

催
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。
大
会
当

日
も
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

多
く
の
方
々
に
お
越
し
頂
き
楽
し

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

多くの方の協力によって、無事屋外ステー
ジで開催。各種イベントを楽しみました

安心安全なまちづくりと高齢者の生きがい
づくりが目的の「ふれあい登校日」

東方校区

まちづくり協議会

26

負
け
な
い
モ
～
！

一
番
に
な
る
モ
～
！
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